
2025年12月1日 13︓00～17︓30月

日本学術会議　公開シンポジウム

プログラム

場 所

日 時

開催趣旨
　日本の民生・産業部門における消費エネルギーのうち、約6割を熱需要が占めますが、その一方で一次エネルギー投入量
の約6割が最終的に熱として排出されています。太陽熱、地中熱などの再生可能エネルギー熱の利用にも大きな余地を
残しています。また、今年2月に閣議決定された第7次エネルギー基本計画において、蓄熱を活用した電力貯蔵システムが
ディマンドリスポンスの手段として初めて言及され、カーボンニュートラル実現における熱エネルギーの重要性に対する認識
が広まりつつあります。
　本シンポジウムでは、蓄熱・熱輸送技術を導入した熱利用ビジョン、再生可能エネルギーの大量導入時代の蓄エネルギー・
変動平準化技術として注目されている蓄熱発電、未利用熱の有効利用、熱利用技術を総合して各地で取り組まれてきた
地域熱供給について講演と討論を行い、カーボンニュートラルに向けた熱エネルギー利用の可能性を示し、その重要性への
理解を広く共有することを目的としています。

主　催︓日本学術会議総合工学委員会エネルギーと科学技術に関する分科会／
　　　　　日本学術会議化学委員会・総合工学委員会合同触媒化学・化学工学分科会／
　　　　　日本学術会議環境学委員会環境科学・環境工学分科会／循環経済を活かし自然再興と調和する炭素中立社会への移行に関する検討委員会
共　催︓公益社団法人化学工学会
後  援︓公益社団法人日本化学会／一般社団法人日本機械学会／一般社団法人日本鉄鋼協会／一般社団法人触媒学会／
　　　　　公益社団法人日本伝熱学会／一般社団法人日本エネルギー学会／一般社団法人エネルギー・資源学会
協　賛︓公益社団法人日本石油学会
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開会挨拶
　 北川 尚美（日本学術会議第3部会員／東北大学教授）
趣旨説明
　 藤岡 惠子（日本学術会議特任連携会員／株式会社ファンクショナル・フルイッド／芝浦機械株式会社）  
●講演　「カーボンニュートラル時代に向けた部門間の熱バリューチェーンの提案」 
　　　　　　中垣 隆雄（早稲田大学教授）                
●講演　「岩石蓄熱およびエネルギーマネージメント技術を用いたプラント実証試験」
　　　　　　岩城 智香子（株式会社東芝総合研究所首席技監）
ー 休憩 ー
●講演　「静岡県における地下水熱利用の普及に向けた取組」
　　　　　　神谷 貴文（静岡県環境衛生科学研究所班長）
●講演　「廃棄物の特性に合わせた焼却熱の効率的な産業利用」
　　　　　　藤井 実（国立環境研究所社会システム領域システムイノベーション研究室室長）
●講演　「地域エネルギーシステムの基礎となる地域冷暖房、その変遷と現状、今後の展望」
　　　　　　佐土原 聡（横浜国立大学名誉教授）
ー 休憩 ー
総合討論
　 モデレーター︓藤岡 惠子
　 コメンテーター︓講演者／木村誠一郎（一般社団法人離島エネルギー研究所代表理事）
閉会挨拶
　 下田 吉之（日本学術会議第三部会員／大阪大学教授）
　 森口 祐一（日本学術会議第三部会員／東京大学名誉教授）

 参加を希望される方は、
下記QRコードより

参加申込を
お願いいたします。

カーボンニュートラルに向けた
熱エネルギー分野の展望

日本学術会議講堂（東京都港区六本木7-22-34）
ハイブリッド開催


